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は じ め に
早 川 聞 多
本書 は共同研究 「生命 と現代文明」の研究成果をまとめたものである。
本共同研究は3力 年の予定で平成5年4月 から開始 されたものであるが、その萌芽は本セン
ターが洛西の ビルに仮住まいしていた時代にまでさかのぼる。当時、スチールの本棚を迷路の
ようにめ ぐらせた貸部屋のここかしこで、暇さえあると研究部の面々が椅子を寄せあって議論




葉で言えば、生 き生 きした感覚)が 欠けているのではないかということが、二人の共通認識で
あった。 しか し当時はまだ、それが研究者のどこに原因があり、 どのような態度で研究すれば
よいのか明確には分からなかったが、 もし我われが共同研究を行 う場合には、そのことを肝に
銘 じて行 いたいと確認 しあったのである。
そして本センターの第1期 の共同研究の終了時期をむかえ、第2期 の共同研究が計画される
時になって、森岡正博氏が提案 した企画がこの 「生命 と現代文明」であった。私は即座に森岡






の 「生 き方」を露呈させるような形で進められたという点であろう。恐 らく、そのような態度





同時に、本共同研究に参加 して下さった多 くの研究者の、真摯な討論態度によるところが大 き
いと言わなければなるまい。
